
円

消費税及び

金  地方消費税相当額 円

令和 8年度 設計年月 令和 8年 9月 工期 令和 9年 3月12日

費 用 内 訳 書
課　長 係　長 照　査 設　計

作 業 費

作 業 名 無停電電源設備点検整備（疏水施設）

作 業 場 所 大津分所　他

作 業 価 格

円

 0014238_01 京 都 市 上 下 水 道 局
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作 業 名

費　目 工　　　種 種　　別 単位 数　量 数量増減 金 額 増 減

作業費

電気設備工

直接費 1

間接費 1

諸経費 1

作業価格

消費税及び

地方消費税 1

相当額

作業費計

内 訳 書 （ 総 括 ）

無停電電源設備点検整備（疏水施設）

金　　額 摘　　　要

式

式

式

式

 0014238_01 京 都 市 上 下 水 道 局
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作業名

費目・種別 細　　別 形状・寸法 単位 数量増減 金 額 増 減

作業費

直接費

長寿命型鉛蓄電池 制御弁式据置 式 1
50Ah　54セル

小　　計

補助材料費 式 1

小　　計

計

大津分所 点検整備費用 式 1
精密点検

大津第２管理棟 点検整備費用 式 1
精密点検

　　　内 訳 書

無停電電源設備点検整備（疏水施設）

数　量 単　　価 金　　額 摘　　要

(直接材料費)

(補助材料費)

[材料費]

 0014238_01 京 都 市 上 下 水 道 局
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作業名

費目・種別 細　　別 形状・寸法 単位 数量増減 金 額 増 減

　　　内 訳 書

無停電電源設備点検整備（疏水施設）

数　量 単　　価 金　　額 摘　　要

安朱測水所 点検整備費用 式 1
精密点検

三ノ橋制御所 蓄電池設置調整費 式 1

計

直接費計

間接費

既設蓄電池処理費 広域認定処理 式 1

間接費計

計（請負原価）

諸経費

[労務費]

直接費

間接費

 0014238_01 京 都 市 上 下 水 道 局
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作業名

費目・種別 細　　別 形状・寸法 単位 数量増減 金 額 増 減

　　　内 訳 書

無停電電源設備点検整備（疏水施設）

数　量 単　　価 金　　額 摘　　要

諸経費 式 1

諸経費計

作業価格

消費税及び
地方消費税 式 1

相当額

作業費計

諸経費

 0014238_01 京 都 市 上 下 水 道 局



 

 

 

 

 

 

 

 

 

無停電電源設備点検整備（疏水施設） 

 

 

特 記 仕 様 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

京 都 市 上 下 水 道 局 
 

 

 

 

 

 

 

 

建設リサイクル法 

□ 適用 ☑ 適用外 



 

１ 共通事項 

   本仕様書に記載のない事項については、令和７年１２月版の「水道部施設課 作業一般仕様書（委託）」

による。 

   なお、「水道部施設課 作業一般仕様書（委託）」は水道部施設課で配布する。 

 

２ 作業概要 

   本作業は、疏水事務所管理施設各所に設置されている遠隔監視制御設備・計装設備・ＩＴＶ監視設備

に、電源の安定供給と無停電化を図るため設置している無停電電源設備の点検整備を行うものである。 

   また、三ノ橋制御所の蓄電池の交換を行う。 

３ 作業場所 

大津分所 他 

作業場所一覧 

施 設 名 称 所  在  地 

大津分所 大津市大門通り３ 

大津第２管理棟 大津市観音寺３ 

安朱測水所 京都市山科区安朱奥ノ田 

三ノ橋制御所 京都市東山区福稲上高松町７ 

詳細は別紙位置図を参照。 

 

４ 完 成 期 限 

   令和 ９ 年 ３ 月１２日とする。 

 

５ 点検対象機器及び仕様 

点検対象機器の仕様等については、【機器仕様一覧表】を参照しなければならない。 

なお、「今回点検」欄に○記号の記載のあるものを点検対象とする。 

 

６ 点検実施時期 

点検整備は、契約期間中１回実施することとし、詳細な日については監督員と協議のうえ決定する。 

 

７ 点検整備内容 

本設備の点検整備の内容は次のとおりとし、実施内容については報告書（各種測定データ、交換部品

の明細、点検整備状況等）を作成して完成図書にまとめ提出しなければならない。その記載については、

国際単位系(SI)で記入し、各機器及び部品の劣化度等が判定できるデータ及び情報を含むものとする。 

(1)  整流器盤又は直流電源盤【整流器】 

ア 使用状況点検（現状・最終） 

(ｱ) 交流入力電圧の測定 

(ｲ) 浮動充電電圧の測定 

(ｳ) 整流器出力電流の指示値確認 

(ｴ) 負荷電流の指示値確認 

(ｵ) 負荷電圧の測定 

イ 外観目視点検 

(ｱ) 各部品の汚損・損傷・変色・異音・異臭・過熱等の点検 

(ｲ) 基礎ボルトの確認 

ウ 清掃及び増締め 

 

 



 

エ 指示計器類の校正及びデジタルパネルの各指示値を校正 

オ 温度上昇時の動作 

カ 自動定電圧及び垂下特性の測定 

キ 絶縁抵抗測定（DC500V ﾒｶﾞ） 

ク シーケンス試験 

(ｱ) 開閉器・保護継電器等の動作試験及び警報回路の確認 

(ｲ) 各種警報回路の模擬動作試験 

ケ 負荷電圧補償装置の点検「実装している盤のみ対象」 

(ｱ) 充電電圧を変動させ動作を確認 

(ｲ) 各段のドロップ電圧を測定 

(2)  インバータ盤【インバータ】 

ア 使用状況点検（現状・最終） 

(ｱ) 直送入力電圧（バイパス）・周波数の測定 

(ｲ) 直流入力電圧（浮動充電電圧）の測定 

(ｳ) 交流負荷電圧の測定 

(ｴ) 交流負荷電流の指示値確認 

(ｵ) インバータ出力電圧・周波数（同期時）の測定 

イ 外観目視点検 

(ｱ) 各部品の汚損・損傷・変色・異音・異臭・過熱等の点検 

(ｲ) 基礎ボルトの確認 

ウ 清掃及び増締め 

エ 指示計器類の校正及びデジタルパネルの各指示値を校正 

オ 出力波形の観測 

(ｱ) インバータ出力電圧 

(ｲ) 直送入力電圧 

(ｳ) 負荷電圧・電流 

カ 絶縁抵抗測定（DC500V ﾒｶﾞ） 

キ インバータの起動及び停止の確認 

(ｱ) 実施回数１０回以上(ｲﾝﾊﾞｰﾀの起動・停止を繰り返し実施) 

ク 定電圧特性の確認 

(ｱ) 無負荷時の定電圧特性の測定（浮動充電、保護等充電時の入出力電圧・電流を測定） 

(ｲ) 実負荷（模擬抵抗負荷）時の定電圧特性の測定 

ケ 各種条件にての切換動作確認 

(ｱ) 手動切換による インバータ→直送（無負荷時）の給電切換波形を観測 

(ｲ) 手動切換による 直送→インバータ（無負荷時）の給電切換波形を観測 

(ｳ) 故障による インバータ→直送（無負荷時）の給電切換波形を観測 

コ シーケンス試験 

(ｱ) 開閉器・保護継電器等の動作試験及び警報回路の確認 

(ｲ) 各種警報回路の模擬動作試験 

 (3)  【据置鉛蓄電池（制御弁式）】（蓄電池盤又は直流電源盤内） 

ア 外観目視点検 

(ｱ) 各部の亀裂・損傷・変色・変形・液漏れ・異音・汚損・過熱・発錆等の点検 

(ｲ) 基礎ボルトの確認 

イ 清掃及び増締め 

 

 

 



 

ウ 下記の測定及び確認 

(ｱ) 総電圧の測定 

(ｲ) 単電池電圧の測定 

(ｳ) 単電池内部抵抗の測定 

(ｴ) 蓄電池周囲温度の確認 

(ｵ) 設置環境及び周囲温度（使用可能温度）等の確認 

(ｶ) 使用年数の確認及び寿命等に関する事項を記載 

 (4)  そ の 他 

ア 点検整備中に確認された故障、異常などについては、監督員の指示に従い修理及び復旧調

整などを行わなければならない。 

イ 点検整備中に当然必要と認められる配線替え、部品取替えなどが発生した場合は、監督員

と協議を行いその指示に従わなければならない。 

ウ 軽易な補修に必要な部品及び雑材料等については、受注者の負担で適時取替えを行わなけ

ればならない。 

エ 部品取替及び取替後の調整に当たっては、高度な技術を持ち、かつ、事後の事態にも対応

し得る優秀な技術者を派遣し、無停電電源設備全体としての機能・性能の向上に努めなけれ

ばならない。 

 

８ 三ノ橋制御所蓄電池交換 

  三ノ橋制御所の蓄電池を交換すること。また、撤去した既設蓄電池を適正に処分しなければならない。 

 

   制御弁式据置鉛蓄電池（長寿命型） SNS-50-12 50Ah 9 個 54 セル 

 

９ 完成図書 

完成図書の作成については、次のとおりである。 

(1)  点検整備終了後、速やかに点検整備報告書及び作業記録写真等をまとめて提出しなければな

らない。完成図書の提出部数は、原則１部とする。 

 

10 産業廃棄物 

本作業で発生した廃材や産業廃棄物等は、疏水事務所の指定場所へ運搬しなければならない。また、運搬完了後

の写真を撮り提出しなければならない。それに伴う現場発生品調書の提出を求めることがある。 

 

11 提出書類 

提出書類については、次のとおりである。 

(1)  着手時の提出書類のうち、「現場代理人等通知書・変更通知書」及び「経歴書」は２部提出

し、承諾を受けなければならない。また、提出書類一覧用として A4 ファイルに綴じたものを

１部提出しなければならない。 

(2)  監督員と仕様書等に関連する内容を協議した場合は、「打合簿」を２部提出し、承諾を受け

なければならない。 

(3)  本作業に当たるまでに監督員と事前に協議を行ったうえで、「作業計画書」を２部作成し、

承諾を受けなければならない。 

なお、当日の作業内容や作業の開始及び終了の報告や「作業日報」の提出方法なども確認し、

計画書に記載しなければならない。 

(4)  主要材料を搬入する際は、事前に「材料確認書」を２部提出し、監督員が立会い、数量及び

品質の確認・承諾を受けた後、作業で使用しなければならない。 

(5)  主要材料を交換する場合は、必要に応じて「承諾申請書」を２部提出し、主要材料に対して

承諾を受けなければならない。また、施工面で大掛かりな作業を伴う場合も同様とする。 



(6)  試運転時や施工状況の確認を必要とする場合などは、事前に「確認・立会依頼書」を２部提

出し、監督員が立会い、作業状況及び性能等の確認を行うものとする。 

(7)  再委託を行う場合は、「再委託承諾申請書」を２部提出し、承諾を受けなければならない。 

 

12 注意事項 

(1)  本点検整備の対象機器は、疏水施設において重要な機器であり、システム全体として動作し

ているものである。従って、作業前には必ず機器単体の構造及び機能だけでなく、点検前には

動作状態の確認を行い、シーケンスを熟読し理解しておき、点検の影響範囲を十分把握したう

えで点検整備を行わなければならない。 

(2)  点検整備に当たっては施設運用に支障が起こらないよう、対象機器及び疏水施設の運転につ

いて熟知した技術者が施行しなければならない。 

(3)  点検機器に故障が生じたり、事前に故障の原因となる要因が判明したりした時は、速やかに

監督員と協議を行い、対応を決定しなければならない。 

なお、故障のうち、受注者の責任に起因すると認められるものについては、受注者の負担に

おいて修理又は取替えを行わなければならない。 

(4)  本作業場所は、水道用原水に使用する疏水（取水）施設であり汚染防止には細心の注意を払

わなければならない。また、作業員の健康管理にも注意し、原水が汚染する恐れのある作業員

は立入を禁止する。 

(5)  作業開始時及び終了時には、監督員に連絡を行わなければならない。また、作業の際は監督

員と十分な打合せを行い、作業遂行中に監督員が作業の中断又は復旧を指示した場合、受注者

は速やかに従い疏水施設の運転管理に支障の無いようにしなければならない。 

(6)  本作業に関係ない施設へは立ち入らないこと。また、本作業に関係ない設備、機器等には触

れないこと。 

(7)  作業場所及びその付近は、常に整理整頓し作業終了後の後片付け、清掃等を十分に行わなけ

ればならない。 

(8)  本仕様書に明記されていない事項であっても、当然必要と認められる作業については受注者

の責任において行い、本作業の意図するところを十分満足しなければならない。 
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T
N
T
B
1
0
0
3
0
-
D
A
(
2
0
1
9
.
3
)

R
E
-
C
N
D
S
S
1
0
0
1
-
D
A
(
2
0
1
9
.
3
)

整
流

器
　

浮
動
 
1
2
0
.
4
V
 
 
3
0A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　
 
 
1
k
V
A
 
9
.
5A

据
置

鉛
蓄

電
池
(
制

御
弁

式
)
 
 
1
0
0
A
h

S
N
S
-
1
0
0
-
6
×

1
8
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
 
(
2
0
1
9
.
2)

3
0
6
8
9
0
2
0

3
0
6
8
9
0
2
2

A
W
G
Q
M
H

平
成
3
0
年

度
　

安
朱

測
水

所
他

無
停

電
電

源
装

置
取

替
工
事

○

6
日

ノ
岡

取
水

池
M
T
F
B
1
0
0
-
5
0
G
Y
 
 
 
(
2
0
0
7
.
2
)

R
E
-
C
N
D
S
S
1
0
0
3
-
D
A
(
2
0
0
7
.
2
)

整
流

器
　

浮
動
 
1
2
0
.
4
V
 
 
5
0A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　
 
 
3
k
V
A
 
 
3
0A

据
置

鉛
蓄

電
池
(
制

御
弁

式
)
 
 
 
5
0
A
h

S
N
S
-
5
0
-
1
2
×

9
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
 
 
(
2
0
0
7
.
2)

3
0
6
0
8
8
2
2

3
0
6
0
8
8
2
4

A
V
X
P
J
Y

平
成
1
8
年

度
　

疏
水

日
ノ
岡

取
水

池
無

停
電

電
源

装
置

取
替

7
蹴

上
取

水
池

(
電

気
棟

)
T
R
-
T
N
T
B
1
0
0
5
0
-
D
 
(
2
0
0
8
.
2
)

R
E
-
C
N
D
S
S
1
0
0
3
 
 
 
(
2
0
0
8
.
2
)

整
流

器
　

浮
動
 
1
2
0
.
4
V
 
 
5
0A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　
 
 
3
k
V
A
 
 
3
0A

据
置

鉛
蓄

電
池
(
制

御
弁

式
)
 
 
1
0
0
A
h

S
N
S
-
1
0
0
-
6
×

1
8
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
 
(
2
0
0
8
.
1)

3
0
0
2
2
0
0
1

3
0
0
2
2
0
0
2

A
V
Y
G
A
I

平
成
1
9
年

度
　

疏
水

蹴
上

管
理

棟
無

停
電

電
源

装
置

取
替

8
若

王
子

取
水

池
T
R
-
T
N
T
B
1
0
0
5
0
-
D
A
(
2
0
0
9
.
3
)

R
E
-
C
N
D
S
S
1
0
0
3
-
D
A
(
2
0
0
9
.
3
)

整
流

器
　

浮
動
 
1
2
0
.
4
V
 
 
5
0A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　
 
 
3
k
V
A
 
 
3
0A

据
置

鉛
蓄

電
池
(
制

御
弁

式
)
 
 
1
0
0
A
h

S
N
S
-
1
0
0
-
6
×

1
8
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
 
(
2
0
0
9
.
3)

3
0
0
3
3
4
0
3

3
0
0
3
3
4
0
4

A
V
Z
N
F
J

平
成
2
0
年

度
　

若
王

子
取

水
池

増
設
(
電

気
そ

の
2
)
工

事

9
三

ノ
橋

制
御

所
T
R
-
T
N
T
B
1
0
0
3
0
-
D
(
2
0
1
0
.
1
1
)

R
E
-
C
N
D
S
S
1
0
0
3
 
 
(
2
0
1
0
.
1
1
)

整
流

器
　

浮
動
 
1
2
0
.
4
V
 
 
3
0A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　
 
 
3
k
V
A
 
 
3
0A

据
置

鉛
蓄

電
池
(
制

御
弁

式
)
 
 
 
5
0
A
h

S
N
S
-
5
0
-
1
2
×

9
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
 
(
2
0
1
0
.
1
1)

3
0
0
4
9
2
1
3

3
0
0
4
9
2
1
4

A
W
A
D
D
N

平
成
2
2
年

度
 
疏

水
三

ノ
橋

制
御

所
無

停
電

電
源

装
置

取
替

工
事

蓄
電

池
交

換

1
0

伏
見

分
所

2
0
1
V
F
S
-
3
0
-
2
M
J
D
S
X
(
2
0
0
9
.
1
1
)

整
流

器
出

力
 
浮

動
1
2
0
V
 
 
5
0
A

ｲ
ﾝ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
　

　
　

　
3
k
V
A

(
5
k
V
A
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄを

改
造
)

据
置

鉛
蓄

電
池

　
　

　
　
 
 
 
 
1
0
0
A
h

M
S
J
-
1
0
0
-
6
×

1
8
個

(
5
4
ｾ
ﾙ
)
 
(
2
0
0
9
.
1
2)

4
1
9
8
5
9

I
L
-
2
7
3

平
成
2
1
年

度
　

伏
見

分
所

無
停

電
電

源
装

置
取

替
工
事

【
機

器
仕

様
一

覧
表
】

製
造

番
号

番
 
号

今
回

点
検

場
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整
流

器
・

イ
ン

バ
ー

タ
備

　
　

考



三ノ橋制御所

安朱測水所

大津分所

大津第２管理棟疏水事務所

位　置　図


